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東京清掃労働組合退職者会機関紙

清掃退職者会
新春の集い

今年も元気に
　

１
月
20
日
に
、
飯
田
橋
の
中
国

料
理
店
「
桜
蘭
」
で
「
新
春
の
集
い
」

を
開
催
。
26
名
（
来
賓
２
名
含
む
）

が
参
加
し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

戸
枝
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
、

庄
司
会
長
は
「
10
周
年
を
迎
え
る

会
の
一
層
の
発
展
と
、
安
倍
政
治

を
終
ら
せ
る
闘
い
の
強
化
」
を
訴

え
ま
し
た
。
来
賓
の
中
里
東
京
清

掃
副
委
員
長
は
「
国
会
前
を
は
じ

め
闘
い
の
場
に
い
つ
も
退
職
者
会

の
旗
が
立
っ
て
い
る
」
こ
と
に
敬

意
を
表
し
「
現
役
世
代
も
が
ん
ば

り
た
い
」
と
、
建
設
退
出
身
の
吉

廣
都
庁
退
副
会
長
は
「
都
庁
時
代

か
ら
の
仲
間
の
清
掃
退
と
と
も
に

闘
う
」と
、決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

渡
辺
幹
事
の
音
頭
で
乾
杯
し
た

後
、
懇
親
。
大
い
に
飲
み
大
い
に

食
べ
、
か
な
り
で
き
上
が
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
恒

例
の
「
参
加
者

か
ら
の
ひ
と
こ

と
」。
地
域
や

様
々
な
分
野
の

活
動
、
趣
味
の

話
し
や
人
生
訓

ま
で
、
各
会
員

の
活
動
領
域
の

豊
富
さ
に
感
心

し
つ
つ
、
大
爆
笑
の
連
続
で
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
か
ら
始
め
た
新

し
い
催
し
に
移
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

「
長
寿
の
お
祝
い
」。
傘
寿
以
上
と

今
年
喜
寿
の
参
加
者
に
記
念
品
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、「
開
運

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」。
勝
ち
抜
い
た

方
は
勿
論
、参
加
者
全
員
に
ち
ょ
っ

ぴ
り
「
福
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

例
年
に
も
ま
し
て
盛
り
上
が
る

中
、
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
、
最
後

は
、
戸
張
副
会
長
の
音
頭
で
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
。
会
場
を
「
小
石
川

後
楽
園
涵
徳
亭
」
か
ら
変
更
し
ま

し
た
が
、
料
理
も
酒
も
お
い
し
く
、

成
功
で
し
た
。
今
年
も
楽
し
く
元

気
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧浜離宮庭園のウメとナノハナ

長寿のお祝いを受けた渡邉正勝さ
んから今年退職する東京清掃書記
の佐々木則子さんにプレゼント

開運じゃんけん大会の勝ち抜き戦
（結構マジですねぇ）
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厚
生
労
働
省
は
、
１
月
26
日
、
18

年
度
の
年
金
額
を
「
据
置
き
に
す
る
」

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
調
査
の
「
17
年
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
」は
、前
年
比
０
・
５
％

上
昇
、「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
」

は
マ
イ
ナ
ス
０
・
４
％
で
し
た
。

　

年
金
額
改
定
の
算
出
は
、「
新
規
裁

定
者
（
68
歳
未
満
）」
は
「
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
」、「
既
裁
定
者
（
68

歳
以
上
）」
は
「
物
価
指
数
」
を
考
慮

し
改
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
物
価
変
動
率
が
上
昇
、
賃
金
変

動
率
が
下
落
の
場
合
は
「
据
置
き
」

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
21
年

か
ら
は
物
価
変
動
と
賃
金
変
動
の
低

い
方
が
適
用
さ
れ
る
。）

　

な
お
、
年
金
額
が
据
置
き
に
な
っ

た
た
め
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
調
整
（
18
年
度
分
指
数
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
３
％
）
も
行
わ
ず
、
来
年
度

以
降
に
積
み
残
し
と
な
り
ま
す
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
率　

０
・
３
％
減
は
来
年
度
以
降
に
積
み
残
し

18
年
度
年
金
額
は
昨
年
度
か
ら
据
置
き

●賃金・物価スライドの見直し（2021 年４月より適用）

●マクロ経済スライドによる調整ルールの見直し（2018 年４月より適用）

年金額の改定ルール見直し
(1) マクロ経済スライド

　年金額がプラスのとき適用の仕組み

でしたが、今年の４月からマイナスの

とき（デフレ時）も適用されることに

なりました。ただし、年金額実額が下

がらないよう調整し、引下げ積み残し

（キャリーオーバー）分は、次年度以

降の年金額引上げ時に調整されます。

(2) 賃金・物価スライド

　年金額改定は、賃金変動と物価変動

の低い方にあわせる方式になります。

2021年４月分からの施行です。

「マクロ経済スライド」とは

　「現役被保険者の減少」と「平均余

命の伸び」に基づきスライド調整率を

設定、年金改定率から控除する仕組み。

●18年度指数……公的年金被保険者

数の変動率（０％）×平均余命の伸び

率（△0.3％）（2014 ～ 16 年度平均）

＝スライド調整率（△0.3％）
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東
京
清
掃
の
新
春
団
結
旗
開
き

は
、
１
月
18
日
、
清
掃
会
館
隣
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ

ン
ト
で
開
か
れ
、
各
友
誼
組
合
、

各
級
議
員
、
当
局
、
本
部
・
支
部

等
約
２
５
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

桐
田
委
員
長
は
、「
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
清
掃
事
業
の

確
立
」
と
と
も
に
「
平
和
や
格
差

是
正
な
ど
に
正
面
か
ら
向
き
合
う

社
会
的
労
働
運
動
の
推
進
が
大
事
」

と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
自
治
労
都
本
部
や
特
区

連
は
東
京
清
掃
と
の
連
携
強
化
を

強
調
。
ま
た
、
特
別
区
側
は
「
東

京
清
掃
と
の
信
頼
関
係
重
視
」
の

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
鏡
開
き
は
、
庄

司
会
長
、
吉
田
前
委
員
長
、

桐
田
現
委
員
長
、
当
局
理

事
者
に
よ
り
行
わ
れ
、
庄

司
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を

と
り
ま
し
た
。
退
職
者
会

は
全
三
役
が
参
加
し
、
各

方
面
の
参
加
者
と
交
流
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
年
明
け
早
々
か

ら
「
退
職
手
当
改
悪
攻
撃
」

に
抗
す
る
闘
い
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
労
働
法
制
改

悪
の
問
題
も
あ
り
、
現
役

世
代
に
と
り
厳
し
い
年
に

な
る
と
思
い
ま
す
。「
現
・

退
一
致
」
の
取
組
み
を
強

め
、
全
て
の
世
代
の
権
利

拡
充
を
目
指
し
て
闘
い
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東京清掃団結旗開き2018

庄司会長が
乾杯の音頭

左から庄司会長、吉田前委員長、
桐田現委員長、当局理事者３名

現
役
世
代
と
と
も
に
闘
い
の
前
進
を

　

１
月
30
日
、
東
京
清
掃
春
闘
講

座
「
労
働
法
制
改
正
の
問
題
点
と

今
後
の
取
組
み
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
講
師
は
労
働
弁
護
団
指
宿
弁

護
士
。
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル
は

参
加
者
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
今
国
会
で
「
働

き
方
改
革
一
括
法
案
」
を
成
立
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
一
括
法

案
」
は
、
①
労
基
法
（
時
間
外
労

働
上
限
規
制
、
裁
量
労
働
制
拡
大
、

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
等
、

②
労
働
者
派
遣
法
（
不
合
理
な
待

遇
の
禁
止
等
）、
③
短
時
間
労
働
者

雇
用
法
（
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

等
）
を
は
じ
め
と
す
る
８
つ
の
労

働
関
係
法
の
改
正
を
一
括
で
提
案
・

審
議
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
水
準
に
問
題
が

あ
っ
て
も
制
度
化
自
体
は
い
い
も

の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
大
多

数
は
「
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
」
で
す
。

(1)
長
時
間
労
働
規
制
は
、
過
労
死

ラ
イ
ン
の
80
時
間
を
上
限
と
し
、

100
時
間
ま
で
Ｏ
Ｋ
、
実
質
年
960
時

間
ま
で
可
能
と
な
り
ま
す
。
(2)
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
や
裁

量
労
働
制
拡
大
は
、
広
範
な
労
働

者
が
労
働
時
間
の
概
念
か
ら
外
れ

る
制
度
で
す
。
(3)
非
正
規
差
別
の

禁
止
も
抜
け
道
だ
ら
け
で
す
。

　

背
景
に
は
、
仕
事
が
あ
る
時
だ

け
契
約
す
る
「
雇
用
に
よ
ら
な
い

自
由
な
働
き
方
＝
雇
用
破
壊
」
も

潜
ん
で
お
り
、「
解
雇
自
由
」
も
目

論
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
役
の
労
働

条
件
改
悪
は
年
金
水
準
な
ど
に
直

結
し
ま
す
。
労
働
法
制
改
悪
阻
止

へ
退
職
者
会
も
取
組
み
ま
す
。講師の　　

指宿弁護士

東
京
清
掃
春
闘
講
座
「
労
働
法
制
問
題
」
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除
染
廃
棄
物
等
の
中
間
貯
蔵
施

設
へ
の
搬
入
量
を
減
ら
す
た
め
、

８
千Bq/kg

ま
で
の
ご
み
は
仮

設
焼
却
炉
で
焼
却
、
８
千
〜
10
万

Bq/kg

の
指
定
廃
棄
物
も
指
定
廃

棄
物
処
理
場
で
溶
融
処
理
、
放
射

性
物
質
を
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
除

去
し
、
残
っ
た
残
滓
を
再
利
用
す

る
と
国
は
計
画
し
て
い
ま
す
。
安

全
性
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

国
は
、セ
シ
ウ
ム
137
は
バ
グ
フ
ィ

ル
タ
ー
で
99
・
９
％
除
去
で
き
、

煙
突
か
ら
外
部
に
出
な
い
と
言
い
、

排
ガ
ス
測
定
で
も
検
出
さ
れ
て
い

な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
元
の
状
態
の
セ
シ
ウ

ム
137
は
金
属
で
あ
り
、
常
温
で
は

液
体
で
す
。
バ
グ
入
口
温
度
で
は

飽
和
蒸
気
圧
分
の
蒸
気
セ
シ
ウ
ム

が
存
在
す
る
の
で
、
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
で
は
捕
捉
で
き
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
、
原
子
状
の
微
粒
子
は
バ

グ
で
は
捕
捉
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

　

23
区
の
清
掃
工
場
は
水
銀
の
不

法
搬
入
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

清
掃
工
場
で
の
水
銀
の
除
去
率
は

92
～
95
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

洗
煙
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、

水
銀
も
セ
シ
ウ
ム
も
濃
度
を
測
定

で
き
ま
す
が
、
福
島
の
仮
設
焼
却

炉
等
は
バ
グ
の
み
の
設
置
な
の
で
、

濃
度
測
定
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。

「
放
射
能
ご
み
焼
却
を
考
え
る
ふ
く

し
ま
連
絡
会
」
の
取
材
に
同
行
し
て
（５）

　

今
年
の
冬
の
寒
さ
を

象
徴
す
る
よ
う
な
寒
風

が
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
今

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場３月上席
●日　時　３月６日（火）

12 時 30 分集合
●参加費　500 円（弁当・飲物各自）

お花見ウォーク
●日　程　４月下旬
●場　所　松戸フラワーライン
　　　　　戸定が丘歴史公園
　　　　※３月に募集案内の予定。

春の学習会
●日　時　２月７日（水）

13 時 15 分開始
●場　所　清掃会館地下ホール
●テーマ　健康で過ごすには？
●講　師　平野敏夫氏（東京清掃顧問医）

決
戦
の
年
が
始
ま
っ
た

今
年
最
初
の
19
日
行
動
に
２
千
人

原発事故時から　　
貯蔵しているバグ灰

双葉町南部衛生センター

年
初
め
て
の
「
19
日
国
会
前
行
動
」
が

行
わ
れ
、
約
２
千
人
が
結
集
、
退
職

者
会
も
９
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
、「
決
戦
と
い
う
と
大
袈

裟
で
使
い
た
く
な
い
が
、
９
条
を
め
ぐ

る
政
治
情
勢
か
ら
、
決
戦
の
年
が
始

ま
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
発

言
し
、登
壇
し
た
野
党
４
党
（
共
産
党
、

民
進
党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党
＝
到

着
順
に
発
言
）
は
、
22
日
か
ら
開
会
の

国
会
で
、
憲
法
９
条
改
悪
阻
止
の
論
陣

を
張
り
沖
縄
の
米
軍
機
事
故
や
モ
リ
・

カ
ケ
・
ス
パ
コ
ン
疑
惑
等
を
徹
底
追

及
す
る
と
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

安
倍
憲
法
改
正
発
議
阻
止
の
闘
い

は
い
よ
い
よ
正
念
場
で
す
。

除
染
廃
棄
物
焼
却
の
安
全

性
は
確
保
さ
れ
て
い
な
い

　

ま
た
、
汚
染
土
再
利
用

用
に
建
設
さ
れ
る
溶
融
炉

は
、
故
障
を
繰
り
返
す
の

が
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

溶
融
炉
の
補
修
は
、
セ
シ

ウ
ム
ど
こ
ろ
か
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
に
も
汚
染
さ
れ
、

原
子
炉
に
近
い
作
業
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

さ
れ
ま
す
。（
岩
田
）


